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資産運用リスク分散のためのコモディティ投資
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１．はじめに

　コモディティ市場への投資が世界的に活発にな

っている。コモディティ市場への投資金額は既に

1,200億ドルに達しているとの試算もあり、その

多くが欧米の機関投資家や年金基金の資金である

とも言われている。中国などの新興国経済が急速

に拡大し、これら新興国の素材需要の増加がコモ

ディティ市場を牽引する新しい時代に入り、コモ

ディティ価格は1990年代後半からの長期間にわ
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　世界的にコモディティ市場への投資が拡大している。欧米では「コモディティ」は既に認知された投資対象で

あり、分散投資効果などの理由から今後もそのポジションは維持される可能性が高い。このような背景から、今

後は国内でもコモディティ市場への関心が高まり、投資が拡大するものと思われる。本稿では、コモディティ市

場の特徴とコモディティインデックス・ファンドの実態と運用について解説し、さらに今後のコモディティ投資

の将来像について考察する。コモディティ投資に対する理解が深まれば幸いである。
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